
















 

 大きく分けて疾病を診断する目的は二つある。その治療と予防のためである。 

 「その種類が何であるか確かめずに,ある疾患を治療することは,決して行な

ってはならぬ」とジリべール 1)(1772)も述べている。 

 ところが,先天異常のなかには治療の対象とならぬものが多く,また治療が行

なわれる場合でも疾病を全治させることは,殆どの場合望めぬから目的の一つ

は失われる。実際に何回も手術を受けた四肢奇形の患者ですら, その多くは自

己の診断名や症状名を聞かされていないのには驚かされる。同じ傾向は全ての

先天異常でもみられる。 


